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文が集められている。第1部 「亡霊の出現についてjで は、中世から19世 紀にいたるまでの亡
霊にまつわる言説の歴史的な変遷などが論じられている。Nellberは 近代初期を、Holznagelは





意味にっいての論文がま とめられている。このセクションでは とりわけ、PytKkに よるカール ・
デュ ・プ レル論、およびHauptの 「光線魔術 ―19世 紀末か ら20世 紀初頭にかけてのオカル
ティズムとSFの 問のテクス ト、ディスクール分析的 ・比較文学的概観 が世糸E転換期における
幽霊の問題を扱っている。Py出kは 近年オカルティズムとモデルネ文学に関す る包括的な著作
[P畑k2006]を 発表したが、この論文ではとりわけ世紀転換期オカルティズムの中心人物の
一人であった、カール ・デュ ・プレルにおける独 自の死後の世界についての見解を、 「二つの世





ロイ トの リビ ド理論やシュレーバーの光線妄想な ども含まれる。世紀転換期における一つの大き
な流行としての光線的 ・放射的なものと、それを幽霊へ と結びつける着日賄 は刺激的である。
第3部 のテーマは 「メディア」である。G?】ingは 、デ リダ、カフカ、リルケなどとともにク
ライス トを取 り上げ、不在の主体および不在の場 という問題 をサイバースペースと接続している。
また、Behrendは 、アフリカにおける呪術的世界観の伝統にたいする、ビデオカメラを中心 と
した視覚メディアの普及の影響を論 じている。第4部 は、「文学 ・幽霊」 と題されて文学研究の
視sか らの論文が収められている。著者たちはほとん どゲルマニス トであるが、論 じられる作品
は ドイツ語文学に限られない。Wallerは 中国系のM・H・ キングス トンおよびアフリカ系の ト
ニ ・モ リソンといった現代アメリカの作家をとりあげ、アジア的 ・アフリカ的な幽霊の概 念が、
どのようにアメリカという文脈に翻訳されているのかを検証 している。また、Schmitz-Emans
は、ボー、ヘンリー ・ジエイムズ、マラルメ、マ ウ トナー、ムージルなどのテクス トを挙げなが
ら、19世 紀から現代に至る幽霊表象の変遷を追つている。人物の選択がやや定番に過ぎるかも
しれないが、それだけに理解 しやすいものといえる。第5部 「理論 ・幽霊」では、哲学的なテク
ス トの読解を通 じて、幽霊の存在に迫っている。 とりわけ興味深い論文は、以下の二点である。
Weinbergは 、哲学的幽霊学としてカン ト、フロイ ト、シェリング、ル ソー、デ リダなどに依拠
しながら哲学における幽霊の位置づけをこころみている。また,;nkは 、冒頭の編者の引用にも
登場 したマルクス とエンゲルスを中心に、イデオロギー論における幽霊の問題とい うsか ら、
マルクス思想における二元論的な思考について論を展開 している。
以上のように、本書の内容を概観 してみたが、ひ とことでい うなら 「幽霊」というキーワー ド








(Würzburg: Königshausen und Neumann 2005)
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本論集 『ベル リン』は二音階 成で、時代的には第―部が主にワイマール共和国期、第二部が主
に第二次世界大戦後から現代までを、つまり全体で百年という長さを扱っていることになる。周
知のようにこの百年のあいだに、ドイツは少なくとも4回 の大きな社会基盤の変化(1918、1933、
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